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部 会 作 業
ぶかいさぎょう

チ
ち

ー
ー

ム
む

（施 策 体 系
せさくたいけい

～日 中 活 動
にっちゅうかつどう

とGH・CH・住
す

まい方 支 援
かたしえん

）議事要旨
ぎじようし

 

（10 月
がつ

26 日 分
にちぶん

） 

 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１０月
がつ

２６日
にち

（火
か

）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

： 厚 生 労 働 省 低 層 棟
こうせいろうどうしょうていそうとう

２階 講 堂
かいこうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

大久保座長
おおくぼざちょう

、光 増 副 座 長
みつますふくざちょう

、小野委員
おのいいん

、清水委員
しみずいいん

、奈良崎委員
ならさきいいん

、平野委員
ひらのいいん

 

 

４．議事要旨
ぎじようし

 

  ・ 作 業
さぎょう

チ
ち

ーム
む

では、 結 論
けつろん

を出
で

すわけではなく、 論 点
ろんてん

をまとめ上
あ

げることが

目 標
もくひょう

。 

  ・ 本 日
ほんじつ

は 日 中 活 動
にっちゅうかつどう

、次回
じかい

１１ 月
がつ

１９ 日
にち

はGH・CH 及
およ

び住
す

まい 方 支 援
かたしえん

を

取 扱
とりあつか

い、第
だい

３回
かい

１２月
がつ

７日
にち

は全 体
ぜんたい

のまとめを 行
おこな

う。 

 

（発 達 障 害
はったつしょうがい

、高 次 脳 機 能 障 害
こうじのうきのうしょうがい

、難 病
なんびょう

、軽 度 知 的 障 害
けいどちてきしょうがい

に応
おう

じた福祉
ふくし

サ
さ

ービス
び す

について） 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

は、ケアプラン
け あ ぷ ら ん

やサ
さ

ー
ー
ビス
び す

利 用 計 画
りようけいかく

を 作 成
さくせい

するだけではない。

アウトリ
あ う と り

ー
ー
チ
ち

・厚
あつ

みのある相 談 支 援
そうだんしえん

の展 開
てんかい

が重 要
じゅうよう

。 

  ・ 地域
ちいき

の日 常 生 活
にちじょうせいかつ

において、 相 談
そうだん

しやすい 体 制
たいせい

が 必 要
ひつよう

であり、相 談 支 援
そうだんしえん

を一
ひと

つのサ
さ

ー
ー
ビス
び す

体 系
たいけい

として位置
い ち

づけることが重 要
じゅうよう

。   

  ・ 相 談
そうだん

する相手
あいて

は、いつも迷
まよ

う。職 場
しょくば

で知 的 障 害 者
ちてきしょうがいしゃ

に対
たい

する理解
りかい

を得
え

るこ

とは 難
むずか

しい。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

は、地 域 生 活 支 援 事 業
ちいきせいかつしえんじぎょう

の 一
ひと

つであり、財 政 的 基 盤
ざいせいてききばん

が 非 常
ひじょう

に

弱
よわ

いが、 求
もと

められるものは 非 常
ひじょう

に 大
おお

きいため、今後
こんご

はどのように位置付
いちづけ

けをして

いくかが重 要
じゅうよう

。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

は、利 用 者
りようしゃ

にと 事 業 者
じぎょうしゃ

が 一 緒
いっしょ

に親身
しんみ

になるものであるべきで、

相 談 支 援 事 業
そうだんしえんじぎょう

の財 源
ざいげん

が打
う

ち切
き

られるような現 状
げんじょう

ではだめ。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

は障 害 福 祉
しょうがいふくし

サ
さ

ー
ー
ビス
び す

を利用
りよう

するのを前 提
ぜんてい

としていたが、これから
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は利用
りよう

を前 提
ぜんてい

としない、幅 広
はばひろ

い相 談 支 援
そうだんしえん

が求
もと

められる。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

には、①障 害 福 祉
しょうがいふくし

サ
さ

ー
ー
ビス
び す

につながる相 談 支 援
そうだんしえん

（出 来 高 払
できだかばらい

い）、

②幅 広
はばひろ

い相 談
そうだん

（固 定 給 払
こていきゅうばらい

い）の２つのタイプ
た い ぷ

が 考
かんが

えられるのではないか。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

の機能
きのう

を相 談 支 援 事 業 所
そうだんしえんじぎょうしょ

に全
すべ

て任
まか

せるのではなく、相 談
そうだん

支援
しえん

機能
きのう

をＧＨや日 中 事 業 所
にっちゅうじぎょうしょ

につけていくことで、外部
がいぶ

の相 談 支 援 事 業 所
そうだんしえんじぎょうしょ

につ

ないでいくことが大 切
たいせつ

。 

  ・ 重 症 心 身 障 害 者 施 設
じゅうしょうしんしんしょうがいしゃしせつ

では、単
たん

に介護
かいご

やリハビリ
り は び り

を提 供
ていきょう

しているのでは

なく、共
とも

に生
い

きることで、深
ふか

い相 談 支 援
そうだんしえん

を 行
おこな

う。それを整理
せいり

し、お金
かね

のつけ

方
かた

を 考
かんが

えるべき。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

は、個 別 給 付
こべつきゅうふ

には馴染
な じ

まないと整理
せいり

されてきたため、市 町 村
しちょうそん

が

費用
ひよう

を支弁
しべん

しない限
かぎ

り、充 実
じゅうじつ

できない。しかし、権利擁護面
けんりようごめん

も含
ふくみ

め、市 町 村
しちょうそん

の財 政 事 情
ざいせいじじょう

に左右
さゆう

される相 談 支 援
そうだんしえん

の見直
みなお

しが必 要
ひつよう

とする意見
いけん

がある。 

  ・ アウトリ
あ う と り

ーチ
ち

、 本 人
ほんにん

の 主 体 的
しゅたいてき

な 力
ちから

を引
ひ

き出
だ

すなど、 障
しょう

がいのある 人
ひと

への

支援機能
しえんきのう

に特化
とっか

し、相 談 支 援
そうだんしえん

のあり方
かた

を 財 政 面
ざいせいめん

の裏 付
うらづけ

けを含
ふくみ

めて 詰
つめ

めてい

くべきである。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

を個 別 給 付
こべつきゅうふ

で 考
かんが

えるのは馴染
なじみ

まない。相 談 支 援
そうだんしえん

は、福祉
ふくし

サ
さ

ー

ビス
び す

に結
むすぶ

びつけるだけでなく、障 害 者 本 人
しょうがいしゃほんにん

が自立
じりつ

して生
い

きていくネットワ
ね っ と わ

ーク
く

を

つくるもの。 

  ・ 福祉
ふくし

サ
さ

ービス
び す

を 使
つか

っていない障 害 者
しょうがいしゃ

は相 談 支 援
そうだんしえん

を知
し

らない。相 談 支 援
そうだんしえん

と言
い

われても具 体 的
ぐたいてき

に何
なに

をどこまで相 談
そうだん

していいかわからない。 

  ・ 相 談 支 援
そうだんしえん

を頑張
がんば

っているところは赤字覚悟
あかじかくご

でやっているため、財 政 支 援
ざいせいしえん

が

必 要
ひつよう

。 

  ・  発 達 障 害
はったつしょうがい

に 特化
とっか

し た 自立支援
じりつしえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と い う 意見
いけん

が あ る が 、

日 中 活 動 支 援
にっちゅうかつどうしえん

についてどんなイメ
い め

ージ
じ

があるか。 

  ・ 発 達 障 害
はったつしょうがい

に 配 慮
はいりょ

した個々
こ こ

の 必 要 性
ひつようせい

に 応
おう

じた 日 中 活 動
にっちゅうかつどう

のプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

作 成
さくせい

をするということではないか。 

  ・ 身 体 障 害 者
しんたいしょうがいしゃ

の自立支援
じりつしえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の仕組
しくみ

み等
とう

のような形
かたち

で、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

者
しゃ

向
む
けに地域

ちいき

でできないかという要 望
ようぼう

では。 

  ・ 発 達 障 害
はったつしょうがい

をお持
も

ちの 方
かた

が 生 活
せいかつ

しておられる場所
ばしょ

に行
い

って、 生 活 環 境
せいかつかんきょう

を

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

し、関 係 調 整
かんけいちょうせい

することではないか。 

  ・ 知的
ちてき

、 発 達 障 害
はったつしょうがい

の 特 別 支 援 学 校 卒 業 者
とくべつしえんがっこうそつぎょうしゃ

を 対 象
たいしょう

に、 専 修 科
せんしゅうか

の
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学 校
がっこう

という形
かたち

で生 活 訓 練
せいかつくんれん

を２ 年 間 行
ねんかんおこな

う事 業
じぎょう

を実施
じっし

していた事例
じれい

がある。

自 立 訓 練
じりつくんれん

という福祉
ふくし

の手 法
しゅほう

だけでなく、教 育
きょういく

で 行
おこな

うことも 考
かんが

えられる。 

  ・ 難 病
なんびょう

の人
ひと

とか意識
いしき

せず、その人
ひと

に必 要
ひつよう

なサ
さ

ー
ー

ビス
び す

を提 供
ていきょう

するという形
かたち

で良
よ

いのでは。 

  ・ サ
さ

ービス
び す

の中身
なかみ

としては、何
なに

らかの病 気
びょうき

や疾 患
しっかん

に着 目
ちゃくもく

したものではなく、

生 活 上
せいかつじょう

や活 動 上
かつどうじょう

の困 難
こんなん

がある場合
ばあい

、そのニ
に

ー
ー

ズ
ず

に応
こた

えるサ
さ

ー
ー

ビス
び す

が提 供
ていきょう

で

きれば良
よ

い。 

  ・ 発 達 障 害
はったつしょうがい

などは、周
まわ

りとの環 境 調 整
かんきょうちょうせい

が大
おお

きいのでマッチング
ま っ ち ん ぐ

をどうするか

が重 要
じゅうよう

。また、高 次 脳 機 能 障 害
こうじのうきのうしょうがい

、行 動 障 害
こうどうしょうがい

など、周 囲
しゅうい

の人
ひと

が理解
りかい

し

考
かんが

えて、手助
てだす

けする形
かたち

などアプロ
あ ぷ ろ

ー
ー
チ
ち

を変
か

えることでうまくいくケ
け

ー
ー
ス
す

があることも

留 意
りゅうい

しておくべき。 

  ・ できないから 訓 練
くんれん

するとか、 本 人
ほんにん

の代
か

わりにやるとかではなく、 障 害 者
しょうがいしゃ

が

社 会
しゃかい

の 中
なか

でやりたいことや、自分
じぶん

の 役 割
やくわり

を 果
はた

たすための支援
しえん

を 考
かんが

えていくべ

き。 

  ・ 現 行
げんこう

の制度
せいど

では、軽度
けいど

の 知 的 障 害 者
ちてきしょうがいしゃ

としては 使
つか

いたいサ
さ

ー
ー

ビス
び す

がない。

介護保険
かいごほけん

と同
おな

じようなサ
さ

ー
ー
ビス
び す

しかない。自分
じぶん

で使
つか

いたいサ
さ

ー
ー

ビス
び す

内 容
ないよう

を選
えら

べる

ような形 態
けいたい

が良
よ

い。私
わたし

が今
いま

欲
ほ
しいのは後 見 人

こうけんにん

である。 

  ・ 本 人
ほんにん

の主 体 的
しゅたいてき

な発 言
はつげん

、意欲
いよく

に基
もと

づくサ
さ

ー
ー

ビス
び す

や支援
しえん

の仕組
しくみ

みが必 要
ひつよう

であ

る。 

 

（現 行
げんこう

の介 護 給 付
かいごきゅうふ

、訓 練 等 給 付
くんれんとうきゅうふ

、地 域 生 活 支 援 事 業
ちいきせいかつしえんじぎょう

という区分
くぶん

について） 

  ・  介護保険
かいごほけん

との統 合
とうごう

は 行
おこな

わないことから、介護保険
かいごほけん

を意識
いしき

して作
つく

られた

介 護 給 付
かいごきゅうふ

と訓 練 等 給 付
くんれんとうきゅうふ

の区分
く わ

けは、もう意味
い み

がないという認 識
にんしき

で一致
いっち

してい

るのではないか。 

  ・  介 護 給 付
かいごきゅうふ

と訓 練 等 給 付
くんれんとうきゅうふ

の区分
くぶん

をなくすことは賛 成
さんせい

。ただし、総
そう

量
りょう

規
き

制
せい

というか、支 給 制 限
しきゅうせいげん

は 行
おこな

わないようにすべき。 

  ・  地 域 生 活 支 援 事 業
ちいきせいかつしえんじぎょう

については、個 別 給 付
こべつきゅうふ

につながらないサ
さ

ー
ー

ビス
び す

というもの

があるのでどこかで残
のこ

すべきではないか。   

  ・  個 別 給 付
こべつきゅうふ

に 加
くわ

えて、市民
しみん

としてその 人
ひと

の 働
はたら

きを発揮
はっき

してもらうための

「地 域 活 動 給 付
ちいきかつどうきゅうふ

」のようなものを自治体
じちたい

が場
ば

の設 定
せってい

に必 要
ひつよう

なものとして上乗
うわの

せ

すべき。 
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  ・  介護保険
かいごほけん

との統 合
とうごう

は前 提
ぜんてい

としないのだから介 護 給 付
かいごきゅうふ

と訓 練 等 給 付
くんれんとうきゅうふ

に分
わ

ける必 要
ひつよう

はない。 

  ・  今
いま

の事 業 体 系
じぎょうたいけい

はあまり意識
いしき

しないで見直
みなお

した方
ほう

が良
よ

いのではないか。シ
し

ン
ん

プ
ぷ

ル
る

な事 業 体 系
じぎょうたいけい

にすべき。 

  

（訓 練 等 給 付
くんれんとうきゅうふ

について） 

  ・   自 立 訓 練
じりつくんれん

に つ い て は 、 い ら な い と い う 意見
いけん

は な い よ う だ 。 た だ

標 準 利 用 期 間
ひょうじゅんりようきかん

の設 定
せってい

についてはなくすべきではないか。 

  ・  特 別 支 援 学 校
とくべつしえんがっこう

の 新 卒 者
しんそつしゃ

は、すぐに 就 労 継 続 支 援
しゅうろうけいぞくしえん

Ｂ 型
がた

には行
い

けないの

で、自 立 訓 練
じりつくんれん

を受
うけ

けている人
ひと

が多
おお

いのではないか。 

  ・  日 中 活 動
にっちゅうかつどう

サ
さ

ー
ー

ビス
び す

は個 別 給 付
こべつきゅうふ

なのだから、 報 酬
ほうしゅう

を 渡
わた

した後
あと

は 事 業 者
じぎょうしゃ

に

任
まか

せれば良
よ

い。 

  ・  最 低 基 準
さいていきじゅん

の設 定 上
せっていじょう

、何
なに

でもかんでも一
ひと

つにするというのはできないのではな

いか。 

  ・ 日 中 活 動
にっちゅうかつどう

サ
さ

ー
ー

ビス
び す

を簡素化
かんそか

にして、その 中
なか

に個別
こべつ

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

として 給 付
きゅうふ

でき

る仕組
しくみ

みができれば、利用期限
りようきげん

もなくなる。 

 

（日 中 活 動 支 援 体 系
にっちゅうかつどうしえんたいけい

の在
あ

り方
かた

について） 

  ・ 生 活 介 護
せいかつかいご

などの日 中 活 動
にっちゅうかつどう

サ
さ

ー
ー

ビス
び す

をもっとシンプル
し ん ぷ る

にした方
ほう

が良
よ

い。   

  ・ 重 心 施 設
じゅうしんしせつ

を退 所
たいしょ

した後
あと

の地域
ちいき

の受
うけ

け皿
ざら

がない。 

  ・ サ
さ

ー
ー

ビス
び す

事 業
じぎょう

ごとに 報 酬
ほうしゅう

が 設 定
せってい

されているのが 問 題
もんだい

であり、利 用 者
りようしゃ

のニ
に

ー
ー

ズ
ず

に 応
おう

じてどのサ
さ

ー
ー

ビス
び す

を利用
りよう

しても基 本 的
きほんてき

には 同 一
どういつ

の 報 酬 単 価
ほうしゅうたんか

とする

必 要
ひつよう

がある。 

  ・ 日 中 活 動
にっちゅうかつどう

サ
さ

ー
ー

ビス
び す

をデイアクティビティ
で い あ く て ぃ び て ぃ

としてまとめ、多様
たよう

な要 望
ようぼう

に応
こた

えられ

る事 業
じぎょう

にしたらどうか。 

  ・ 生 活 支 援 型
せいかつしえんがた

と生 産 活 動 型
せいさんかつどうがた

に分
わ

けてはどうかと思
おも

う。 

  ・ 対 象 者
たいしょうしゃ

は分
わ

けない 方
ほう

が良
よ

い。 本 人
ほんにん

に決
き

めさせた 方
ほう

が良
よ

い。 中
なか

には、ゆっくり

生 産 活 動
せいさんかつどう

を 行
おこな

いたい人
ひと

もいる。 

  ・ 分
わ

けないと選
えら

びようが無
な

いが、障 害
しょうがい

の重
おも

さでサ
さ

ー
ー

ビス
び す

利用
りよう

を分
わ

けるのは反 対
はんたい

。 

  ・ タイプ
た い ぷ

を分
わ

けずに、一 本
いっぽん

のサ
さ

ー
ー

ビス
び す

体 系
たいけい

で 行
おこな

った方
ほう

が良
よ

い。 

  ・ サ
さ

ー
ー

ビス
び す

のタイプ
た い ぷ

を分
わ

けないと、市 町 村
しちょうそん

は障 害 福 祉 計 画
しょうがいふくしけいかく

を作
つく

れない。 
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  ・ 同
おな

じ授 産 施 設
じゅさんしせつ

なのだから、一 本 化
いっぽんか

してくれた方
ほう

が分
わ

かりやすい。 

  ・ 事 業 体 系
じぎょうたいけい

をシンプル
し ん ぷ る

にするべき。定員規模
ていいんきぼ

が 20 名
めい

といった最 低 基 準
さいていきじゅん

がある

が、もっと小 規 模
しょうきぼ

でもできるようにすべき。 

  ・ 次回
じかい

は、議論
ぎろん

できなかった部分
ぶぶん

からお願
ねが

いしたい。 


